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評価の実施方法について 

 

自己評価及び運営推進会議を活用した評価は、当該事業所を設置・運営する法人の代表者

の責任の下に、管理者が従事者と協議して実施します。 

 

１ 自己評価について 

  事業所が自ら提供するサービスの内容について振り返りを行い、認知症対応型共同生

活介護事業所として提供するサービスについて個々の従業者の問題意識を向上させ、事

業所全体の質の向上につなげていくことを目指すものです。 

 

２ 運営推進会議による評価について 

（１）運営推進会議における評価は、自己評価で取りまとめた当該事業所で提供されてい

るサービスの内容や課題等について、運営推進会議に報告した上で、利用者、市職

員、地域住民等が第三者の観点からの意見を得ることにより、新たな課題や改善点を

明らかにし、サービスの質の向上を図るとともに、地域包括ケアの中で当該事業所が

果たすべき役割を明らかにしていくことを目指すものです。  

（２）運営推進会議における評価を行う場合には、市職員又は地域包括支援センター職

員、サービスや評価について知見を有し公正・中立な第三者(事業者団体関係者、学

識経験者、外部評価調査員研修修了者等)の立場にある者の参加が必要です。これら

の者について、やむを得ない事情により、運営推進会議への出席が困難な場合であっ

ても、事前に資料を送付し得た意見を運営推進会議に報告する等により、一定の関与

を確保してください。 

 

３ 様式等について 

自己評価及び運営推進会議等を活用した評価は、サービスの改善及び質の向上に資す

る適切な手法により行い、別紙２「自己評価・外部評価表」及び別紙３「目標達成計

画」に記入します。 

 

４ 評価の実施の具体的な流れ 

（１）自ら提供するサービスの評価について、「自己評価・外部評価表」の「自己評価」欄

及び「自己評価記述」欄に記載します。運営推進会議の構成員にとって、事業所の実施

状況等（どのような取組を行っているかなど）が明確にわかるよう、できる限り具体的

に記載してください。 

  評価の実施にあたっては、「認知症対応型共同生活介護「自己評価・外部評価・運営推

進会議活用ツール」の活用について」（公益社団法人日本認知症グループホーム協会）

p11～p23に記載の「考え方の指針」を参考にしてください。 
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（２）記載後、「自己評価・外部評価表」を、運営推進会議の開催前に構成員に配付し、確

認を依頼してください。構成員からの意見等を十分に得られるよう開催日までの期間

が短期間にならないように注意してください。 

（３）運営推進会議を開催し、「自己評価・外部評価表」の「運営推進会議で話し合った内

容」欄、「外部評価」欄のうち、記載欄に「※」がある項目については、必ず運営推進

会議の議題とし、「※」がない項目についても、構成員から意見等があった場合に議題

としてください。 

（４）運営推進会議開催後、話し合った内容等を、「自己評価・外部評価表」の「運営推進

会議で話し合った内容」欄、「外部評価」欄及び「外部評価記述」欄に記載してくださ

い。「外部評価記述」欄には、運営推進会議における外部評価の内容の総括を記載し、

評価の結果、課題があった場合は、その内容も記載してください。また、課題に対する

取組を別紙３「目標達成計画」に記載してください。 

（６）記載後の「自己評価・外部評価表」及び「目標達成計画」を構成員に配付してくださ

い。構成員から修正等があった場合は、その内容を「自己評価・外部評価表」及び「目

標達成計画」に反映してください。 

（７）「自己評価・外部評価表」「目標達成計画」を公表してください。利用者及びその家族

へ交付するとともに、法人のホームページへの掲載又は事業所内の見やすい場所への

掲示等の方法により、公表してください。また、横須賀市民生局福祉こども部指導監査

課まで提出してください。 

 

 


